

























































































































































































































































































「　 と つながる　 び」
 大正 大学の
























人間学部 ● 本田裕子 専任講師
2014 Autumn05
特集❶ 大正大学の「人とつながる学び」


































観光ではありません。普段は目にすることができない国宝の仏像や仏典を拝観したり、入れない内陣に入ったり ます。寺院を訪れ、さらに深く触れることでガイドブックや教科書には載っていないことを学ぶことができます。今回の研修旅行では、一心寺で非公開の 「一行一筆阿弥陀経」 を見せていただきました。受講する学生の皆さんには、こうしてリアル
教を感じてほしいと思います。　
仏教を日本に広めた聖徳太子
































かもしれませんが、授業では松任谷由実などの歌を取り上げます。まず、歌詞に使われている日本を名詞や動詞などの品詞や和語漢語、外来語、さらにそ らが合わさってできた混種語 語種を特定し い ます。これは計量国語学では基礎となる作業です。そして、 個々の言葉の情報、















































































も、場数を踏むことで少しずつリラックスして取 組める様になっていきますね。 「人前で緊張する」 と う問題は、充実した準備があ 程度解決してくれるものです。チームとしても、授業外で対象の作品を読みこみ その内容についてディスカッション 、裏をしっかりとる、という準備が
勝負の分け目になります。これはディベートに限ったことではなく、多くのことに共通することではないでしょうか。　
実は、ディベートと小説を書
































































いろいろなものに対してアンテナを張っていたと思います。小説・映画・音楽など創作についてはもちろんですが、そうでなくてもいろい なことに興味を持ち、見たり、聞いたりすることは、大学を卒業した後の人生に大いに役立つと思います。直接仕事につながらないか しれませんが、自分の可能性 広げ、生活を豊かにしてくれるずです。　
また、自分は今いい時間を過



















































































































教員なので教員を目指す学生を教えています。だから一人でも多く、さらにより質の高い教員になってほしいと考えています。これから子どもは少なくなっていき し、教員への要求も高くなっていくと思われます。教員になるのも厳しいし、なってからも大変でしょう。だからこそ 大学生時代に知識や経験をしっ り身に付け力をつけるべきだと思います。教師 ならないとしても、その経験はき と役に立つはずだと私は確信しています。










































































































途方にくれたことがありました。そこへ、天台の庵主さまが通りがかり、 声をかけてくだ いました。話しを聞いてみると、お寺まで歩いて１時間かかるとのこと。 「もう歩けない。うれしいけれど無理なんです」 と言ったら、 「私も歩くから一緒に歩こう」 と励ましてくださり、 一夜お世 にな ま た。　
こんな旅がよく続いたものだと
あらためて思います。　「あなたの目的はなに？」と庵主さまに問われ、私は「まだなにもない。だから歩いているのです」 と答え した。事実、知恩院までの旅が終わってから次になにをしようか思案はありませんでした。すると庵主さま 、 「無理はしないこと、求めすぎないことだよ。欲や野心はいけないよ」おっしゃっ のです。　自分の力を過信せず、失望も
せず、あわてずにゆっくり前に進んでいけばいいのです。勇んで走っていって失敗 たら、戻ってくるのも大変でしょう。ゆっ






































































桃色をユニバーシティカラーとして採用。今後は、古代紫と合わせて全学的に使用していきます。蓮桃色は、名前の通り蓮の花のピンクを表します。 「泥中蓮」 ということわざがあるように、どのような時代でも清く正しくあるべき いう大正大学の未来への決意を表 ものです。　
古代紫と蓮桃色。伝統と未来
を融合させた２色の新ユニバーシティカラーで、大正大学のイメージ戦略を進めていきます。 氏の経験と実績にもとづく熱いディスカッション 、来場者は聴き入っていました。
般財団法人Ｃ． Ｗ． ニコル・アファンの森 と同財団のオフィシャルスポンサーに関する覚書を締結。あわせて、ＮＰＯ法人
日本に健全な森をつくり直す委員会とのパートナーシップのもと、講座「森里海連環学」を開講しています。　
今回の公開講座に迎えたの














































































　“A Song for You”と聞いて、ほとんどの人はカーペンターズのあの透き通るような歌声
を思い出すのではないでしょうか？
　私が初めて出会った“A Song for You”もカーペンターズの歌でした。中学校の英語の
先生が、生徒が英語のリズムや発音に親しむようにと、授業の最初にいろいろな洋楽を流
してくれました。“Top of the World” “Yesterday Once More” “We’ve Only Just 
Begun” “Sing”などカーペンターズのヒットソングは、英語の授業でほとんど歌いつくした
ような気がします。聞こえてくる演奏に合わせて大きな声で歌う楽しさは、英語と自分の距





 　　I’ve been so many places in my life and time. 　　　
　　 I’ve sung a lot of songs.
　　 I’ve acted out my life in stages with ten thousand people watching.
　満場のステージでスポットライトを浴びていた過去の栄光に浸っている、かつてのスーパー
スターの姿が現れ、歌詞のひと言ひと言が情景として浮かび上がります。




　歌っているのがロック・シンガーのレオン・ラッセルLeon Russell。“A Song for You”は
ラッセルの代表曲ですが、カーペンタ ズーやレイ・チャールズにカバーされていてポップソング














































という言葉が季語欄にあり 第一義には秋の空、第二義 は秋の朝のこ である。もともとは「きなけ」 という言葉が朝の空の意味であるとされ、気無けとか季無けという文字を当てるともいうが定かではない。古い日本語の伝承と、これから先の将来
の日本語のことをちょっとばかり考えてしまう私である。　
ところで、 「西を拝す」 「西













科） の新著『ファンタジー、空想の比較文学』 （新水社） が上梓されました。本書は「ファンタジーの生成」 と題する先生の授業から生まれたも です。授業のなかで呼びかけ 解釈に対して、学生たちはさまざまな反応を示し、刺激的な議論が展開され、授業にさらに新しい題材が加わっていったと先 は言い す。　
先生は、文学部人文学科カル









『魔笛』 『鶴の恩返し』 など、どれも馴染みの深い素材ばかりです。先生の授業では、ファンタジーを空想の物語ととらえ、 ジャンル的な定義をするの なくファ タジーを成立させる空想を構造的に分析 ることを目標としています。たとえば、本書の「 〈シンデレラ〉 物語と近代パラダイムの再生産」 では、 「シンデレ 」 を「努力をもっとも重要な美徳とする近代のパラダイムと相性のよいおとぎ話」 と先生は論じています。自分で自発的に努力の大切さを認めているように感じても、実は近代システムによってそのように思い込まさ






































































































界を広げ、 「つながりと関係性」 といった社会的リテラシーを体験的に養います。語学・グローバル人材育成企業のベルリッツとの連携による徹底した英語教育も実施。さらに、アクティブラーニングを通して華道・茶道などの日本伝統文化も学び、基礎的な教養や資質を高め、３・４年次の 「プロジェクト実習」 「国際教養フリー研究」 へと展開して きます。観光、カルチャー、メディアなどさまざまなテーマに自由に取り組みながら、修得した知識や能力を社会で実践 る学びの集大成です。　
社会の期待に応え、新しいサー
ビスを創造し日本を魅力的に紹介できる人材を育成していき す。
日本語・日本文学の専門領域を学ぶ
「日本文学科」を新設
　人文学科の日本語日本文学コースが、平成27年春から日本
文学科として独立します。新設される日本文学科では、社会が
要請する人材像を視野に入れ、複雑化・多様化する現代社会で
幅広く活躍できるジェネラリストを育成します。
　日本文学科のカリキュラムは、日本語・日本文学の専門領域
を「基礎科目」「専門基礎科目」「専門展開科目」に分け、学年
進行にしたがって段階的・系統的に修得できる点が特色です。
また、教員も古典文学から近代文学までバランスのとれた人材
をそろえ、学生の学習意欲に応えられる体制となっています。
